
扶
餘
や
高
旬
一麗
の
官
名

一
加
」

一　
序

一
一
　

「加
」
の
語
義

〓
一　
部
族
長
と
し
て
の

「加
」

四
　
官
名
Ｌ
し
て
の

「加
」

エ
　
エ東
族
的
尊
経
と
し
て
の

「加
」

序
『
三
国
志
』
魏
志
東
夷
停

・
夫
（扶
）
餘
傷
に
、

国
有
君
主
　
皆
六
畜
名
官
　
有
馬
加

・
牛
加

・
猪
加

・
狗
加

と
、
ま
た
、
同
高
句
一麗
悟
に
は
、

英
国
有
王
　
其
官
有
相
加

・
対
鷹

・
市
者

・
古
雛
加

・
主
簿

と
み
え
る
事
実
か
ら
推
し
て
、古
代
の
扶
餘
や
高
旬
一麗
の
社
会
に
は
、

馬
加
、
牛
加
、
猪
加
、
相
加
、
狗
加
、
古
雛
加
な
ど
の
、
「加
」
と
い

扶
餘
や
高
句
麗
の
官
名

「加
」
に
つ
い
て

（日
・
李
）

田

鳳

李

丙

う
共
通
の
用
語
で
呼
補
さ
れ
た
官
名
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
扶
鉄
停
に
は
、
扶
餘
の
王
位
継
承
記
録
が
あ
る
が
、

そ
れ
に
よ
る
と
、
工
尉
仇
台
の
没
後
に
簡
位
居
が
工
位
に
つ
き
、
そ

の
死
後
に
彼
に
嫡
子
が
な
く
庶
子
が
い
た
の
で
、
「諸
加
」
が
衆
議
し

て
そ
の
庶
子
麻
餘
に
王
位
を
継
が
せ
た
と
も
い
う
。
つ
ま
り
、
こ
の

扶
鎌
樽
の
記
述
に
よ
っ
て
、
官
名
の
ほ
か
に

「諮
加
」
と
い
う
表
現

も
使
用
し
て
い
た
と
い
う
事
実
が
わ
か
る
。

さ
ら
に
、
同
扶
餘
得
に
は
、
扶
鉄
の
社
会
組
織
を
略
述
し
て
、

邑
落
有
豪
民
　
名
下
戸
皆
奴
僕
　
諸
加
別
主
四
出
道
　
上〈
者
数

千
家
　
小
者
数
百
家

と
い
っ
て
い
る
か
ら
、
扶
餘
の
社
会
は
、豪
民
と
下
戸
で
構
成
さ
れ
、

諸
加
が
四
出
道
（
四
方
ｙ
笹
主
管
し
た
が
、
そ
の
諸
加
の
う
ち
、
大
者

（大
加
）
は
数
千
家
（一戸
）
を
、
小
者
（小
加
）
は
数
百
家
を
主
管
し
て
い

た
と
い
う
事
実
も
わ
か
る
。

ヤこ
ノ

い

て

徳訂く



史
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周
知
の
よ
う
に
、
三
国
志
は
、
い
ま
か
ら
約
千
六
百
餘
年
前
の
著

作
で
あ
り
、
そ
の
東
夷
樽
に
は
扶
餘
、
高
旬
一麗
、
東
次
温
、
渡
、
三

韓
な
ど
に
関
す
る
記
録
は
あ
る
が
、
新
羅
や
百
済
に
関
す
る
記
述
は

そ
れ
か
ら
約
二
百
年
後
に
編
察
さ
れ
た

『
梨
書
』
に
は
じ
め
て
み
え

る
。
だ
か
ら
、
三
国
志
の
、
扶
餘
や
高
句
一麗
の
社
会
状
態
に
関
す
る

記
録
は
、
初
期
の
部
族
国
家
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

っ
ま
り
、
当
時
の
扶
餘
や
高
句
麗
は
、
数
千
戸
、
あ
る
い
は
数
百

戸
の
部
落
で
構
成
さ
れ
た
大
小
部
族
団
体
の
連
合
国
家
で
あ
り
、
そ

の
部
族
団
体
の
統
率
者
が
諸
加
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
諸
加
の

「諸
」

は
不
特
定
多
数
を
表
示
し
た
形
容
詞
で
あ
り
、
「加
」
は
、
宮
名
で
な

く
、
部
族
団
体
の
統
率
者
と
し
て
の
長
を
意
味
す
る
名
詞
と
し
て
使

用
さ
れ
、
数
千
戸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
大
部
族
団
体
の
長
は
大
加

で
あ
り
、
数
百
戸
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
小
部
族
団
体
の
長
は
小
加

で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
大

・
小
部
族
団
体
の
長
を
合
し
て
諸
加

と
い
っ
た
の
で
あ
る
。

三
国
志
の
高
句
一揺
得
に
、
相
加
や
古
雛
加
が
と
も
に
宮
名
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
る
事
実
は
さ
き
に
あ
げ
た
。
し
か
し
、
同
得
の
他
の

句
節
に
は
、

王
之
宗
族
其
大
加
皆
稲
古
雛
加
　
消
奴
部
本
国
主
　
令
難
不
為

王
　
適
統
大
人
　
得
補
古
雛
加
　
亦
得
立
宗
廟

・
祀
暴
星
社
程

と
み
え
る
か
ら
ギ
ｔ
雛
加
と
い
う
経
琉
は
、
そ
の
由
来
が
官
名
で
は

な
く
、
王
の
宗
族
に
対
す
る
尊
称
で
あ
っ
た

と

い
う
事
実
も

わ

か

る
。
す
な
わ
ち
、
古
雛
加
は
王
統
に
関
係
あ
る
特
殊
な
貴
族
に
対
す

る
称
号
で
あ
る
と
推
断
で
き
る
か
ら
、
そ
の

「加
」
は
貴
族
的
尊
称

と
し
て
も
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
実
か
ら
推
し
て
、
「加
」
の
用
語
は
、
宮
職
名
と
し
て

は
も
と
よ
り
、
部
族
長
や
貴
族
的
尊
称
と
し
て
使
用
さ
れ
た
、
扶
餘

や
高
句
一麗
社
会
の
古
代
固
有
語
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

一
一
　

「
加
」

の
語
義

「加
」
は
、『
唐
韻
』
に
は

「古
牙
切
」
と
、
『集
譲
』
、
『
韻
会
』
、

『
正
譲
』
に
は

「居
牙
切
」
と
み
え
る
か
ら
、
「加
」
の
古
代
音
も
現

中代
音
の

「汗
己

と
異
な
る
音
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
、
『説
Ｘ
』
に

は

「相
増
加
也
」
と
、『
爾
雅
澤
語
』
に
は

「重
也
」
と
、『
玉
篇
』
に

一益
也
」
と
み
え
る
か
ら
、
増
や
益
以
外
の
意
味
も
な
か
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
、
さ
き
に
ふ
れ
た
用
語
例
の

一‐加
」
は
、
増
や
益
の
意

味
で
使
用
さ
れ
て
い
な
い
。
だ
か
ら
、
扶
餘
や
高
旬
麗
で
使
用
し
た

「加
」
は
、
増
や
益
の
意
味
で
使
用
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
宮
職

や
尊
称
を
表
示
す
る
固
有
語
の
　
一汗
己

の
写
音
文
字
と
想
定

で
き

る
。
つ
ま
り
、
「加
」
の
用
語
例
が
部
族
団
体
の
長
の
、
高
等
官
府
の

長
の
、
あ
る
い
は
貴
族
の
尊
称
で
あ
る
以
上
、
首
長
を
意
味
す
る
用

語
で
あ
る
事
実
に
は
疑
い
が
な
い
。

筆
者
の
寡
間
に
よ
れ
ば
、
「加
」
に
対
す
る
最
初
の
鮮
釈
を
与
え
た

の
は

『満
洲
源
流
考
』
の
よ
う
で
あ
る
。
同
書
の

「御
製
扶
餘
国
得

訂
訛
」
に
は
、

誌
扶
餘
者
　
必
当
時
有
知
扶
餘
語
之
人
　
訳
其
司
馬
司
牛
者

為
馬
家
牛
家
　
車逐
訛
為
馬
加

・
牛
加
　
正
如
周
薩
之
有
羊
人
犬

人
　
漢
之
有
狗
監
耳
　
若
必
以
六
畜
名
官
　
宙
向相
貶
則
郊
子
所

対
少
偉
氏
馬
名
官
　
為
鳥
師
　
而
鳥
名
又
何
以
補
平
　
蔚
宗
輩

（
２
）

既
訛
家
為
加
　
　
　
　
改
加
為
家
　
並
為
訂
共
騰
謬
加
右

と
、
す
な
わ
ち

「加
」
は

「家
」
の
誤
り
で
あ
る
か
ら
訂
正
す
べ
き

だ
と
主
張
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
を
支
持
し
た
の
か
、
白
南

（
３
ゥ

雲
教
授
も
ま
た
、
「加
」
は

「家
」
の
誤
訳
だ
と
指
摘
し
た
。　
Ｔ
一国

史
記
』
高
句
麗
本
紀

・
閉
中
王
四
年
条
に
、

蚕
友
落
部
大
家
戴
升
等

一
高
餘
家
　
セ前
柴
浪
投
漢

と
、
ま
た
、『
後
漢
書
』
東
夷
樽

・
（高
）
句
一麗
俸
の
光
武
二
十
三
年
条

に

は
、光

武
二
十
三
年
冬
　
句
一麗
蚕
支
落
大
加
戴
升
高
餘
日
　
七前
柴
浪

内
属

と
み
え
る
。
す
な
わ
ち
、
大
加
と
大
家
が
同
義
語
に
使
用
さ
れ
て
い

る
よ
う
で
、
前
一説
を
支
持
す
る
証
拠
の
よ
う
に
も
み
え
る
が
、
し
か

し
、
三
国
史
記
の
記
事
は
後
漢
書
の
記
述
を
転
載
し
た
に
す
ぎ
な
い

の
だ
か
ら
、

大
家
よ
り
も
大
加
に
原
典
的
な
価
値
が
あ
る
は
ず
で
あ

る
。
し
た
が

っ
て
、
「加
」
を

「家
」
の
刊
誤
と
み
な
す
よ
り
は
、
む

し
ろ

「家
」
を

一
加
」
の
刊
誤
と
考
え
る
方
が

よ

り
妥
当
で
あ

ろ

扶
餘
や
高
句
麗
の
官
名

「
加
」
に
つ
い
て

（日
・
李
）

エ
コ
ン
。

ま
た
、
故
安
在
鴻
氏
は
、

馬
加
は

「ヨ
単
汗
２

牛
加
は
７
‐】ん己
、
狗
加
は

「汗
勲
‐】内Ｐ

で
、

例
え
ば
、
高
句
麗
で
の
、
莫
離
支
の

「ヨ
単
占
、
子
台
の

「宇

ュ
」
、
大
兄
や
近
支
の

「府
中
‐置

に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
白
で
あ
る
か
ら
、
加
は

「汗
２

や

「軍
」
と
読
め
ば
、
ま

あ
、
よ
い
も
の
で
あ
り
、
現
代
語
の

「李
灯
」
や

「金
軍
」
が

そ
の
遺
韻
で
あ
る
。
ま
た
例
え
ば
、
「金
と

や

「李
と

が
新

羅
の
武
対
智
や
居
添
夫
智
と

い
う

「智
」
の
遺
風
で
あ

る
の

（
■
●

と
、
ま

っ
た
く
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
は
ず
で
あ
る
。

と
、
「加
」
を

「汗
２

と
読
む
べ
き
だ
と
主
張
し
、
そ
の
意
味
を
、
男

子
の
尊
称
で
あ
る

「軍
」
や

「
≡
一
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
と

指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
故
鄭
寅
普
教
授
は
、

扶
餘
の
四
加
つ

「
加
」
も
、
実
際
に
は

「千
」
だ
か
ら
、
こ
れ

（
５
）

も
吏
読
の
変
転
で
あ
る

と
、
「加
」
と

「千
」
が
同
義
語
で
あ
る
と
指
摘
し
た

だ

け

に
止
ま

り
、
そ
の
理
由
を
説
明
し
な
か
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
「子
」
は
、　
Ｆ
営
」
や

「】】営
」
と
苦
写
し
た

字
で
、　
マ
ン
チ
ュ
ー
、
家
古
、
韓
国
語
に
共
通
の
君
長
を
意
味
す
る

古
語
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
適
史
』
語
解
巻
之

一
に
、
「汗
」
３
営
）

を
解
し
て

「満
洲
語
君
長
之
補
　
を家
吉
語
君
長
之
補
」
と
記
述
し
、

ま
た
、
『
三
国
遺
事
』
巻
之
二
、
鷲
洛
国
記
の
条
に
は
、
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開
酌
之
後
　
此
地
未
有
邦
国
之
琉
　
亦
無
君
巨
之
耗
　
越
有
我

刀
干

・
汝
刀
干

・
彼
刀
子

・
五
刀
干

・
留
水
千

口
留
天
千

・
神

天
千

・
五
天
干

・
神
鬼
干
等
九
千
者
　
是
衝
長

と
、
「
干
」
を
行
長
の
、　
つ
ま
り
部
族
団
体
の
長
の
称
号
と
解
し
て
い

る
。
新
羅
の
王
号
に
居
西
千
や
麻
立
干
な
ど
が
あ
り
、
ま
た
新
羅
の

十
七
等
宮
位
中
の
、
第

一
位
官
を
伊
罰
干
、　
一
代
官
、
角
干
、
伊
代

使
、　
一
代
夜
、
角
浪
、
舒
発
翰
、
舒
弗
部
な
ど
と
呼
び
、
第
二
位
官

を
伊
尺
干
、
伊
干
、
伊
尺
使
、
伊
使
な
ど
と
、
第
三
位
官
を
近
干
、

近
食
、
近
判
な
ど
と
、
第
四
位
官
を
海
干
、
海
演
、
波
珍
検
な
ど
と
、

第
工
位
官
を
大
阿
手
、
大
阿

‐
食
、
大
阿
尺
千
な
ど
と
、
第
六
位
官
を

阿
千
、
阿
校
、
阿
尺
干
な
ど
と
、
第
七
位
官
を

一
言
干
、　
一
吉
浪
、

乙
吉
検
な
ど
と
、
そ
し
て
、
第
八
位
官
を
沙
千
、
沙
演
、
沙
尺
千
、

沙
噛
干
な
ど
と
、
第
九
位
官
を
級
千
、
級
浪
、
級
代
千
、
級
代
検
な

ど
と
呼
ん
で
い
た
事
実
か
ら
推
し
て
、
「浪
」
往
〕営
）
が
新
羅
時
代

の
男
子
の
尊
称
で
あ
る

「≡
一
α
）
と

「ｒ
営
」
（
干
）
の
縮
約
音
で

あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
ヽ
ま
た
、

「
子
」
が
長
を
意
味
す
る
尊

蜘
旋
れ
は
抑
用
さ
れ
て
い
た
と
い
う
事
実
も
疑
い
を
差
し
は
さ
む
余

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
加
」
は
、
部
族
団
体
の
長
や
官
名
と

し
て
使
用
さ
れ
、
「
干
」
も
ま
た
同
じ
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
事
実

が
明
白
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
先
学
の
、
こ
の
両
語
間
に
深
い
相
互
関

係
が
あ
る
と
い
う
指
摘
は
、
た
し
か
に
卓
見
と
い
わ

ね

ば

な
る
ま

い
。
さ
ら
に
、
わ
れ
わ
れ
の
注
意
を
引
く
の
は
、『
日
本
書
記
』
神
功

皇
后
紀
に

「新
羅
王
宇
流
助
富
利
知
千
　
…
」
と
み
え
る
が
、　
い
ク

磯中鵜つな承ギ教効神が撤弾地誌報晩
「くい譜榔矢日のす鞠輛
『の勝

日
本
紀
』
で
は

「
ソ
フ
リ
チ
カ
」
と
訓
し
て
い
る
か
ら
、
「加
」
律
じ

旋
ら
い
け
昨
だ
庁
的
靴
．諭
辞
及
聯
詢

。 た
俺
鮨
勲
築
催
十
投
幸
韓
細
い

「如
羅
己
富
利
知
伽
報
…
…
」
と
み
え
る
知
伽
も
知
干
の
縮
約
的
な

表
現
と
み
る
べ
き
で
あ
，
、
加
、
千
、
知
干
、
知
伽
、
あ
る
い
は

，
食

な
ど
が

た
が
い
に
共
用
さ

れ

て
い
た
事
実
が
わ

か
る
。

つ
ま
り
、

「加
」
と

「
千
」
は

同
義
語
で
あ

っ
て
、

「加
」
分
じ

は

「
千
」

律
営
）
の
終
音

（
‐３

の
脱
落
し
た
転
音
だ
と
い
う
推
断
が
ゆ
る
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
『
周
書
』
異
域
篤

・
百
済
俸
に
は
、

王
姓
扶
餘
氏
　
貌
於
羅
娯
　
民
呼
為
撻
吉
支
　
夏
言
抗
王
也

妻
琉
於
陸
　
夏
言
妃
也

と
、
す
な
わ
ち
、
百
済
の
王
号
が

「於
経
破
」
で
あ
り
、
百
！姓
た
ち

は

「撻
吉
支
」
と
尊
称
し
た
と
い
う
。
於
羅
暇
の

「瑕
」
の
音
を
、

唐
譲
は

「平
加
切
」
と
、　
韻
会
は

「何
加
切
」

と
、　
工
音
集
韻
は

「古
牙
切
」
と
解
し
て
い
る
か
ら
、
「穏
」
、
Ｆ
己
、
Ｆ
と
な
ど
で
あ

り
、
項
も
ま
た
固
有
語

「打
己

音
を
表
示
し
た

「加
」
と
同
じ
用
語

例
だ
と
思
う
。
於
羅
暇
の

「
於
羅
」
は

「ｏ
章
」
や

「ユ
己

と
音
読

で
き
る
が
、
こ
れ
は
、
Ｆ
と

や

「ュ
」
を
原
形
と
す
る
言
葉
の
よ

う
に
推
測
さ
れ
、
丁
‐ご
、
冒
キ
「、
丁
‐ご
、
デ
‐ご

な
ど
に
転
音
し

て
多
く
の
地
名
に
残
存
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
新
羅
の
首
都
慶
州
の

「閲
川
」
曾
中ふ
ｇ
）
、唐
開
土
大
王
碑
文
に
み
え
る

「阿
利
水
」
曾
‐Ｔ

“し
、

「於
利
水
」
６

Ｔ
晋
）
、

「於
利
城
」
６
Ｔ
り留
し
、
「奥
利
城
」

Ｇ
■
る
混
）
、
あ
る
い
は
日
本
書
記
に
み
え
る

「阿
里
那
繕
河
」
、
三

国
史
記

・
百
済
本
紀
に
み
え
る

「郁
利
河
」
な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

ま
た
同
紀

・
始
祖
温
酢
王
条
に
は
、

温
昨
都
河
南
慰
蔭
城
　
以
十
巨
為
輔
翼
　
国
琉
十
済
　
是
前
漢

成
帝
鴻
嘉
三
年
也
　
沸
流
以
爾
外
土
温
水
賊
　
不
得
安
居
　
帰

見
慰
溝
　
都
邑
鼎
定
　
人
民
安
秦
　
遂
顧
悔
而
死
　
其
臣
民
皆

帰
於
感
虐
　
後
以
来
時
百
姓
柴
徒
　
改
琉
百
済

と
み
え
る
が
、
百
済
の
始
祖

・
温
砕
王
が
最
初
に
都
に
し
た
慰
謹
城

も
そ
の
語
源
が
同
じ
例
だ
と
思
う
。
い
つ
ま
で
も
な
く
、
十
臣
が
輔

翼
し
だ
か
ら
国
号
を
「十
済
」
と
定
め
、
の
ち
に
百
姓
が
架
徒
し
た
か

ら

「百
済
」
と
改
補
し
た
と
い
う
の
は
キ
強
附
会
の
説
で
あ
る
が
、

注
意
を
ひ
く
の
は
国
都
慰
謹
城
の

「慰
薩
」
が

「Ｆ
‐ご

や

「●
ご
と

読
め
、
於
羅
暇
の

「於
羅
」
と
深
い
関
連
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る

こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「於
羅
」
や

「慰
謹
」
が
と
も
に

「中
ご

の

古
語
を
原
形
と
す
る
言
葉
を
音
写
し
た
も
の
で
、
そ
の
う
え
慰
謹
が

国
都
名
で
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
百
済
の
初
期
の
国
号
名
で
あ
っ

た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
新
羅
の
国
都
で
あ
っ
た
徐
羅
代

扶
併
や
高
句
麗
の
官
名

「加
一
に
つ
い
て

（田
・
李
）

が
国
名
と
そ
の
発
音
に
共
通
性
が
あ
り
、　
ロ
ー
マ
は
国
名
と
固
都
名

と
が
共
通
で
あ

っ
た
と
い
う
事
実
を
想
起
す
る
と
き
、
「十
済
」
は
、

「十
巨
輔
翌
直

を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
「
十
」
は

ど
０
ご

と
、　
つ
ま
り

「卸
ご

を
訓
写
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
「十
済

」
は
デ
摯

↓骨
↓
白
】‐す骨
」
と
読
む
こ
と
と
も
で
き
る
と
思
う
か
ら
、
慰
趙
城
の

プ
Ｆ
仰一の↓
生
‐ホい市こ
と
同
じ
よ
う
に
、
同
吉
異
写
と
み
る
の
が
一】
当

で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
「十
済
」
と
同
じ
よ
う
に

「慰
消
城
」
も
国

号
で
あ
り
、
於
羅
暇
は
同
時
に
於
羅
加
、
於
羅
干
、
慰
腱
子
を
意
し

た
。
さ
ら
に
、
百
済
の
王
冠
を

「
鳥
羅
冠
」
と
呼
ぶ
が
、
鳥
羅
に
崇

色
羅
織
の
意
味
が
あ
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
け

れ
ど
も
、　
や
は
り

「於
羅
」
の
同
意
異
写
と
解
す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
部
族
長
と
し
て
の

「
加
」

大
加
、
小
加
、
諸
加
な
ど
が
部
族
団
体
の
首
長
を
表
示
す
る
称
号

で
あ
っ
た
と
い
う
事
実
は
す
で
に
指
摘
し
た
が
、
浴
革
的
に
み
て
も
、

こ
れ
が

「加
」
の
始
源
的
な
用
例
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ま
、
史
的

記
述
に
よ
っ
て
、
諸
加
の
、　
つ
ま
り
部
族
団
体
の
首
長
と
し
て
の
加

の
機
能
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
し
よ
う
。

側
　
諸
加
共
立
麻
餘

こ
の
句
節
は
、
さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
諸
部
族
の
首
長
が
集

っ
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史
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二
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五
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》

て
扶
餘
国
王
に
麻
餘
　
谷前
王
筒
位
居
の
庶
子
）

を
選
出
し
た
事
実
を

指
摘
し
た
記
録
で
あ
る
が
、
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
史
的
記
述
か
ら
諸

部
族
の
首
長
会
議
が
、　
い
わ
ゆ
る
部
族
評
議
会
が
古
代
の
わ
が
国
に

も
存
在
し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
認
定
で
き

る

で
あ

ろ
う
。
つ
ま

り
、
部
族
会
議
に
お
い
て
部
族
長
を
選
び
、
そ
の
部
族
長
会
議
に
お

い
て
部
族
聯
盟
国
家
の
首
長
で
あ
る
王
を
選
出
し
た
の
で
あ
っ
た
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
部
族
評
議
会

Ｏ
ｇ
戸
ヨ
①り，Ｆ

口
・
５

の
存

在
は
、
古
代
各
国
に
共
通
の
法
制
度
上
の
慣
習
で
あ
っ
た
。
わ
が
国

の
史
実
に
例
を
と

っ
て
み
て
も
、
こ
の
法
制
度
上
の
習
俗
は
、
扶
餘

だ
け
に
あ
っ
た
の
で
は
な
く
、
新
羅
に
も
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
新
羅

の
六
部
族

（及
梁
部
、
沙
梁
部
、
漸
梁
部
、
本
彼
部
、
漢
岐
部
、
習
比
部
）

の
各
部
族
長
が

「
倶
会
於
門
川
岸
上
」
し
て
始
祖
朴
赫
居
世
居
西
干

を
選
出
し
た
改
事
や
、
鴛
洛
九
子
の
亀
旨
峰
上
に
お
け
る
集
会
な
ど

は
、
と
も
に
普
遍
的
な
こ
の
習
俗
で
あ
っ
た
と
推
断
で
き
る
。

‐２‐
　
有
敵
諸
加
自
戦
　
下
戸
供
捨
糧
食
之

ぃ
う
ま
で
も
な
く
、
部
族
一時
代
の
国
家
で
は
、
い
ま
だ
に
戦
闘
を

専
門
と
す
る
軍
隊
組
織
が
薯
巧

て
お
ら
ず
、
部
族
構
成
員
全
部
が
武

器
を
と
つ
て
敵
の
侵
入
に
対
処
す

る

の
が
原
則
で
あ

っ
た
。　
三
国

志

，
扶
餘
偉
に

「以
弓
矢
刀
矛
為
兵
　
家
家
自
有
鎧
位
」
と
み
え
、

ま
た
同
高
旬
一麗
信
に
は

「国
人
有
気
力
　
習
戦
聞
」
と
み
え
る
。
つ

ま
り
、
各
家

・
各
戸
は
、
お
の
お
の
武
器
を
準
備
し
て
貯
蔵
し
、
気

卓

増

■

召

月

醤

■

増

軍

Ｒ

…

≡

々

や

■

ｔ

ｉ

！
１

１

１
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・

た
ｃ
す
な
わ
ち
、
消
奴
部
、
絶
奴
部
、
順
奴
部
、
濯
奴
部
、
柱
墾
部

な
ど
の
王
大
部
族
と
、
そ
の
他
の
群
小
部
族
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
た
の
で
，め
る
。

そ
し
て
、
渦
奴
部
の
長
を
消
奴
加
と
、
絶
奴
部
の
長
を
絶
奴
加
の

よ
う
に
、
部
族
名
に

「加
」
を
つ
け
て
そ
の
首
長
を
表
示
し
た
の
で

あ
っ
た
。

―イーー
　
有
罪
諸
加
評
議
　
便
殺
之
　
入
妻
子
為
奴
期

有
罪
則
会
諸
加
評
議
殺
之
　
没
入
妻
子

っ
ま
り
、
部
族
国
家
で
は
、
犯
罪
者
は
部
族
長
の
会
議
で
あ
る
諸

加
評
議
会
で
裁
判
さ
れ
、
有
罪
者
は
死
刑
に
処
し
、
そ
の
妻
子
は
奴

姫
に
没
入
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
憤
習
が
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
は
、
諸
加
評
議
会
が
、
政
治
的
最
高
意
思
決
定
機
関
で
あ
っ
た

ば
か
り
で
な
く
、
最
高
司
法
機
関
と
し
て
の
役
割
を
も
果
た
し
て
い

難
皮
許
悔
棒
‐こ実
難
醜
”
廟
唯
韓
鵜
つ
な
均
る
。
か
か
る
法
原
則
も
、

倒
ａ
玖
加
主
待
　
頭
著
憤
　
如
憤
而
無
後
　
土
（小
加
著
折
風
形
如

弁
高
句
度
社
会
は
、
は
や
く
か
ら
漢
文
化
を
桶
取
し
た
、
実
に
文
化

的
に
進
歩
し
た
社
会
で
あ
っ
た
。
同
社
会
の
貴
族
階
級
の
栄
率
を
き

わ
め
た
生
活
の
片
貌
は
、
通
溝
地
方

（現
在
の
吉
林
省
城
安
県
）

の
高

扶
儀
量
向
句
一麗
の
官
名

「加
」
に
つ
い
て

（田
・
李
）

力
あ
る
も
の
は
常
に
武
器
使
用
の
習
熟
に
努
め
、
有
事
の
際
に
は
老

若
を
問
わ
が
孫
販
起
す
る
、
い
わ
ゆ
る

「武
装
し
た
国
民
」

（く
ｏ汗

ま
電
脚辞
こ
　
で
あ
つ
た
。
し
た
が

つ
て
、
諸
加
は
、
平
時
に
部
族

を
代
表
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
戦
時
に
は
自
分
自
身
が
直
接
軍
隊
を

指
揮
す
る
軍
司
令
官

８
いの言
Ｆ
Ｐ
Ｅ
８
【ヽ
多
【ｏも

で
あ

っ
た
。　
三
国

志

・
高
句
一麗
得
に
み
え
る

「位
宮
有
力
勇
　
便
鞍
馬
　
善
猟
射
」
は

国
王
宮
を
守
護
す
る
指
揮
官
の
威
容
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま

た
同
得
に
み
え
る

「宮
遺
主
簿
大
加
　
将
数
千
助
軍
」
は
大
加
が
数

千
人
の
軍
隊
を
直
接
統
帥
し
た
と
い
う
事
実
の
指
摘
で
あ
ろ
う
。
国

王
の
権
力

（
の
郷
源
が
軍
隊
の
指
揮
権

（田
①①】ｏ縄
雪
”中３
　
に
あ
っ
た

と
い
う
主
張
は
、
確
か
に
古
代
社
会
の
真
理
を
道
破
し
た
も
の
で
あ

ろ
う
。

０

　

（
抜
鮪
な
兄
而
不
得
立
　
血
（消
奴
加
　
各
将
下
戸
三
高
鉄
日

詣
康
降

こ
れ
は
、
（高
句
一麗
の
新
大
王
に
予
定
さ
れ
て
い
た
）
伯
固
が
疫
し

た
の
ち
、
そ
の
子
抜
奇
が
長
兄
で
あ
り
な
が
ら
即
位
で
き
な
か
っ
た

こ
と
を
不
服
と
し
て
、
消
奴
加
と
と
も
に
お
の
お
の
三
萬
餘
臼
の
百

姓
を
連
れ
て
遊
東
の
大
守
公
孫
康
に
内
属
し
た
事
実
に
関
す
る
記
述

で
あ
る
。
い
フ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
渇
奴
加

（三
国
史
記
・
高
句
麗
本

記
の
故
口
川
ｉ
条
に
は

「消
奴
加
」
と
み
え
る
）
は
消
奴
部
の
部
族
長
と

思
わ
れ
る
。
高
句
一麗
は
そ
の
初
期
、
工
大
部
族
の
聯
盟
国
家
で
あ
っ

句
一躍
古
墳

（角
低
塚
、
舞
踊
塚
、
供
餐
塚
）

な
ど
に
よ
っ
て
窺
う
こ
と

が
で
き
る
。
そ
の
服
装
は
、
「其
公
会
衣
服
皆
錦
締
金
銀
以
自
飾
」
と

表
現
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
柿
羅
星
の
如
く
際
脚
と
若
か
ざ

っ
た
。

そ
し
て
、
標
記
の
句
節
に
み
え
る

よ
う

に
、
冠

‐，日
は
、　
大
加
が
憤

（鶏
の
■
き
か
）
に
似
た
、
後
ろ
の
な
い
も
の
を
か
ぶ
り
、
小
加
は
弁

形
の
折
風
を
か
ぶ
っ
た
。

こ
の
簡
明
な
記
述
は
、
身
分
階
級
に
よ
っ
て
服
飾
も
異
な
る
と
い

う
、
す
な
わ
ち
当
時
の
社
会
に
お
け
る
服
制
の

一
端
を
表
現
し
た
貴

重
な
句
節
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。

四
　

官
名
と
し

て
の

「
加
」

す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
元
来
、
「加
」
は

「干
」
に
通
ず
る
言
葉

で
部
族
長
に
対
す
る
称
号
で
あ
っ
た
。
そ
れ
が
諸
部
族
団
体
の
結
合

に
よ
る
部
族
聯
盟
国
家
が
構
成
さ
れ
る
に
及
ん
で
、
諸
加
が
国
王
を

輔
門
す
る
年
相
や
そ
の
他
の
高
官
に
就
任
し
だ
か
ら
、
「加
‐
も
官

名
と
し
て
そ
の
ま
ま
転
用
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、
官
名
と

し
て
使
用
さ
れ
た

「加
」
の
例
を
、
史
料
記
述
に
よ
っ
て
あ
げ
て
み

る
こ
と
に
す
る
。

側
　
馬
加
　
牛
加
　
猪
加
　
狗
加

す
で
に
あ
げ
た
よ
う
に
、
こ
れ
は
、
三
国
志

・
扶
餘
億
に
み
え
る

一- 48 -一- 4 9 -
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そ
の
官
名
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
同
得
に
は
、　
つ
ぎ
の
よ
う
な
記
述
が

あ
る
。
す
な
わ
ち
、

国
有
君
主
　
皆
以
六
畜
官
名
　
有
馬
加

・
牛
加

・
石
加

・
狗
加

・
大
使

と
。
こ
の
官
名
を
、
故
鄭
普
教
授
は
、
馬
は
軍
攻
、
牛
は
農
政
、
猪

難
和
賦
、
狗
は
守
備
を

担
当
す
る
事
務
的
分
担
で
あ

る

と
推
断
し

た
。
し
か
し
、
立
法
、
司
法
、
行
政
の
二
部
分
担
が

一
九
世
紀
以
降

に
制
度
化
さ
れ
た
事
実
を
考
慮
に
い
れ
る
と
き
、
扶
餘
の
古
代
社
会

に
、
す
で
に
現
在
の
よ
う
な
改
務
分
担
制
度
が
あ

っ
た
と
推
断
す
る

こ
と
自
体
が

「附
会
の
説
」
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
各
加
は
宰
相

の
地
位
に
該
当
す
る
高
位
の
官
職
を
意
味
し
、
し
た
が

っ
て
馬

・
牛

・
密

，
狗
は
そ
の
地
位

の
順
位
を
表
示
す
る
固
有
称
号
に
対
す
る
漢

訳
で
あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

馬
加
の

「馬
」
は
、
家
畜
あ

馬
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
く
、
頭

上
を
意
味
す
る

「Ｂ
生
Ｆ

呂
手
中里
　
の
表
写
と
み
る
べ
き
で
あ
る
。

例
え
ば
、
高
句
一麗
の
大
宰
相
を
意
味
す
る
莫
離
支
の

「莫
離
」
や
、

新
羅
の
王
号
で
あ
る
麻
立
干
の

「
麻
立
」
と
同
系
統
の
官
名
で
あ
ろ

ま
た
牛
加
の

「
牛
」
も
、
家
畜
の
牛
ケ
一意
味
す
る
も
の
で
は
な
く

上
を
意
味
す
る

「ユ
　
一‐ｏ
こ

「≡
と

を
音
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

高
句
一麗
の
官
名
に
み
え
る
干
台
翁
三
国
史
記
し
、
優
台

翁
後
漢
書
』
、『梁

書
』
、
『南
史
し
、
儒
奢
『動
苑
』
、意
候
奢

翁
周
主
己
、
『北
史
』
、
『随
書
し
、

限
　
一父
替
之
日
　
或
不
相
桓
服
　
皆
勤
兵
相
政
（争
）

勝
者
為

之
共
王
　
但
閉
宮
自
守
　
不
能
制
禦
　
次
日
太
大
兄
比
二
品

一
名
莫
何
何
羅
支
　
次
欝
折
比
徒
二
品
　
華
言
主
簿
　
次
大
夫

使
者
　
比
正
三
品
　
亦
名
謂
謁
奢
　
次
宅
衣
頭
大
兄
　
比
徒
三

日岬
　
一
名
中
裏
宅
衣
頭
大
兄
　
東
夷
相
樽
　
所
謂
宅
先
人
者
也

以
前
工
官
　
掌
機
密
謀
改
（政
）

事
徴
発
兵
　
選
授
官
爵

と
、
こ
れ
ま
た
大
対
慮

（Ｌ
祥
）
を
第

一
級
官
に
、
太
大
兄
を
第
二

級
官
と
記
述
し
て
お
り
、

「
稲
加
」
は
み
あ
た
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
中
国
側
の
各
史
書
の
記
録
に
も

出
入
が
甚
だ
し

く
、
こ
れ
に
よ
っ
て
高
句
麗
一国
家
の
官
級
を
確
実
に
把
握
す
る
こ
と

は
至
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
相
加
」
や

「大
対
嵐
」
が
第

一
級
官
で

ぁ
り
、
か
つ
国
事
を
紹
事
し
た
隼
相
の
地
位
に
あ
っ
た
と
い
う
事
実

だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
三
国
史
記
の
記
述
の
な
か
か
ら
、
高
句
一麗
の
字
相
に
該

当
す
る
官
名
を
探
索
し
て
み
る
と
、
始
祖
王
か
ら
第
七
代
次
大
王
ま

で
は

「大
輔
」
や

「右
輔
」
が
み
え
、
第
八
代
新
大
王
時
代
か
ら
は

「国
相
」
と
い
う
称
号
が
み
え
る
。
し
か
し
、
大
輔
や
左
・右
輔
は
、

三
国
史
記
の
新
羅
本
紀
や
百
済
本
紀
の
初
期
の
記
述
に
も
み
え
る
官

名
で
、
お
そ
ら
く
、
高
句
麗
、
新
羅
、
百
済
の
三
国
に
い
ま
だ
官
名

が
設
定
さ
れ
る
以
前
の
、
歴
史
家
に
よ
っ
て
挿
入
さ
れ
た
共
通
の
便

宜
的
名
称
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
、
高
句
麗
固
有
の
最
高
官
名
は

「国
相
」
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
当
時
の
秦
や
漢
で
宰
相
を
「相
国
」

扶
儀
や
高
句
麗
の
官
名

「加
」
に
つ
い
て

（日
・
李
）

欝
折

翁
訪
苑
』
、『通
典
し
な
ど
と
同
じ
よ
う
な
官
名
を
意
味
し
た
も
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
お
そ
ら
く
通
典
や
翰
苑
が
欝
折
を

「
華
言
主

簿
」
と
解
し
て
い
る
事
実
か
ら
推
し
て
、
主
簿
が
扶
餘
社
会
に
お
け

る
牛
加
の
漢
訳
官
名
と
し
て
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
丹
齊

・
申

禾
浩
は
、
猪
加
を

「ｉｏ
汗
と

と
、
狗
加
を
Ｆ
お
庁
と
と
読
ん
だ
が
、

し
か
し
そ
の
意
味
は
詳
ら
か
に
し
な
か
っ
た
。

ｔ２‐
　
神
　
加

こ
の

「相
加
」
は
高
句
麗
の
官
名
で
あ
る
が
、
三
国
志

・
高
句
一麗

一得
に
は
、

英
固
有
王
　
土
（官
有
相
加

・
対
屋

・
滞
者

・
古
雛
加

・
主
簿

・

優
台

・
丞

・
使
者

・
宅
衣

・
先
人

・
０
卑
名
有
等
級

と
み
え
、
相
加
が
第

一
級
の
官
名
と
な
っ
て
い
る
。
後
漢
書
、梁
書
、

南
史
な
ど
は
、
こ
れ
に
し
た
が
っ
て
、
相
加
を
第

一
級
の
、
対
痘
を

第
二
級
の
官
名
と
し
て
い
る
が
、
周
書
や
北
史
は
、

大
官
有
大
対
鹿
　
次
有
太
大
兄

・
大
兄

・
小
兄

・
意
候
奮

・
鳥

剛
僻
藤
大
雌
端
三 ．
報
独
者

・
小
使
者

・
褥
奮

・
嚇
属

・
仙
人

・

と
、
す
な
わ
ち
大
対
鹿
を
第

一
級
の
、
太
大
兄
を
第
二
級
の
官
名
と

し
て
お
り
、
翰
苑
は
高

（句
二
麗
記
を
引
用
し
て
、

高
麗
記
日
　
英
国
建
官
　
有
九
年
　
其

一
日
吐
拝
比

一
品
　
菖

名
大
対
慮

（鹿
）

撫
知
国
事
三
年

一
代
　
若
補
職
者
　
十↑
拘
年

と
指
称
し
た
か
ら
、
高
句
麗
固
有
語
の
宰
相
名
の
代
わ
り
に
史
家
が

「和
国
」
と
類
似
し
た

「国
相
」
を
使
用
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
だ
か

ら
、
国
相
に
該
当
す
る
高
句
一麗
固
有
語
の
字
相
名
は

「人
対
畠
」
で

あ

っ
た
は
ず
で
あ
る
。

三
国
史
記
で
は
、
高
句
一麗
末
期
の
淵
蓋
蘇
文
時
代
に
大
学
相
の
称

号
と
し
て

「莫
離
支
」
が
み
え
る
が
、
こ
れ
も
ま
た
高
句
一麗
聞
有
語

釣縮
詢開
謳
韮
詐
薬鞭
雅
幾
ら「革
藤
，ポ

宰
相
の

「相
」
と

「加
」
を
合
し
た
熟
語
で
あ
り
、
大
対
鹿
や
国
相

に
該
当
す
る
官
職
名
で
あ

っ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
三
国
志
、
後
漢
書
、
梁
書
、　
南
史

な
ど
は
、
「相
加
」
と

「対
慮
」
を
別
個
の
官
職
の
よ
う
に
併
記
し
て
い
る
が
、
一主
れ
は
同

一
官
職
名
に
対
す
る
漢
語
訳
と
固
有
名
の
重
復
だ
と
み
る
の
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
「相
加
」
、
「大
対
度
」、
「莫
離
支
」、
冒
四
相
」

な
ど
は
、
す
べ
て
国
事
を
紹
知
す
る
宰
相
を
表
示
し
た
同

一
官
職
で

あ
る
と
推
断
で
き
、
扶
餘
の

「馬
加
」
や
新
羅
の

「麻
立
千
」
と
同

一
語
源
に
属
す
る
官
名
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す一
　
貴
族
称
号
と
し
て
の

「
加
」

三
国
志
、
後
漢
書
、
梁
書
な
ど
の
記
述
で
は
、「古
雛
加
」
を
高
句

麗
の
官
名
中
に
羅
列
し
て
い
て
、
あ
た
か
も
官
名
の
よ
う
に
み
え
る
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史
　
　
苑

（第
二
十
五
巻
二
号
）

が
、
し
か
し

「
王
之
宗
族
　
其
大
加
皆
補
古
雄
加
」
と
、　
つ
ま
り
王

の
宗
族
で
あ
る
大
加
を

「古
雛
加
」
と
称
し
た
の
で
あ

っ
た
。
い
９

ま
で
あ
土
く
、
宗
族
と
は
祝
先
を
同

一
に
す
る
男
系
血
族

（端
思
）

を
指
す
。
宗
族
に
は
、
家
族
共
同
体
か
ら
分
か
れ
出
た
の
ち
に
も
同

一
血
縁
的
事
実
を
基
礎
と
し
て
結
合
し
、
そ
の
結
合

（体
ｙ
ど
指
揮
、

統
率
す
る
首
長

（族
長
）
が
い
た
ｏ　
し
た
が

つ
て
、　
宗
族
を
族
長
的

血
族
団
体

（
句
〔
ユ
ｐ
島ヽ
汗
摯
ｑ

田
】≡
く
ｏ
掛
営
ｅ

と
み
る
こ
と
も
ゆ

る
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

高
句
一麗
社
会
で
は
、
王
の
宗
族
団
の
長

（大
加
）
を

「古
雛
加
」

と
指
称
し
た
。
だ
か
ら
、
「古
雛
加
」
は
、
王
に
次
ぐ
高
貴
な
地
位
に

い
た
、
王
族
の
長
を
指
し
た
と
み
な
す
べ
き
で
あ
る
。

し
か
し
、
「古
雛
加
」
の
称
号
は
、
王
族
の
族
長
で
あ
る
大
加
だ
け

が
も

っ
て
い
た
も
の
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

褐
奴
部
本
国
主
　
今
雄
不
為
主
　
適
統
大
人
　
得
補
古
雛
加

弥
稗
立
宗
廟

・
祠
暴
星
社
潔
　
絶
奴
部
世
興
王
婚
　
加
古
雄
之

琉

と
、　
っ
ま
り
現
在
の
国
王
が
属
し
て
い
る
部
族
で
な
く
て
も
、
過
去

に
国
工
が
出
た
部
族
で
あ
る
消
奴
部
族
の

「適
統
大
人
」
（首
長
）
も

古
雛
加
の
称
号
を
も
ち
、
ま
た
王
の
栖
戚
で
あ
る
絶
奴
部

の
部
族
長

も
古
雛
加
の
称
号
を
も

っ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。

さ
き
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
高
句
麗
は
、
消
奴
部
、
絶
奴
部
、
順
奴

部
、　
だ
奴
榔
、　
柱
要
部
の
王
大
部
族
に
よ

っ
て
構
成
さ

れ

た
国
家

で
、

「本
渇
奴
部
為
王
　
補
微
弱
　
今
桂
婁
部
代
之
」
と
み
え
る
よ

う
に
、
そ
の
最
期
に
は
五
大
部
族
中
の
消
奴
部
内
で
国
王
が
選
出
さ

れ
た
が
、
の
ち
に
は
海
奴
部
に
代
わ
っ
て
桂
婁
部
か
ら
国
王
が
選
出

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
と
は
王
位
が
そ
の
ま
ま
世
葵
さ
れ
、
部
族

国
家
時
代
は
お
わ
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

国
王
の
宗
族
で
あ
る
大
加
だ
け
を

「古
雛
加
」
と
指
称
す
る
原
則

の
も
と
で
は
、
桂
婁
部
の
抜
長
だ
け
が
そ
の
称
号
を
も
つ
わ
け
で
あ

る
が
、
前
王
の
部
族
で
あ
る
渇
奴
部
の
大
加
や
、
国
王
の
姻
戚
で
あ

る
絶
奴
部
の
大
加
も

「古
雛
加
」
の
称
号
を
も
つ
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
の
、
「古
雛
加
」
の
称
号
は
、
宮
名
で
は
な
く
、
貴
族
に
対
す
る
尊

称
に
か
わ
っ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
「古
雛
加
」
の
称
号
を

も
つ
大
加
は
、
「得
立
宗
廟

・
祠
暴
星
社
殺
」
の
、　
つ
ま
り
貴
族
と
し

訴
的
醐
難
郭
軸
神
辞
れ
女日て
陣
厳
岬
中
卿
諒
脱
系
は
輸
醐
る 。
賊
動
に
布

唐
の
鴻
臆
卿
に
該
当
す
る
外
賓
儀
礼
の
職
務
を

担
当
し
た

の
で
あ

，つ
。三

国
史
記
や
三
国
志
に
あ
る

「古
雛
（郷
）
加
」
に
関
す
る
記
録
の

実
例
を
、
順
を
追

っ
て
つ
ぎ
に
あ
げ
て
お
く
。

倒
子
妹
祖
賊
矩
輔
難
餘
人 ノ‐、
購
独
漱
　
琉
璃
王
子
　
古
郊
加
再
思
之

。
朱
藤
祖
敷
難
〓
＋
一
静
冬
神
潮
舛
虚
塊
恒
那
都
市
者
群
儒
　
伐

亀
増
督
昌
旨
…
…
…
…
・…
ｉ

ｆ
ｉ
…

‐３‐
　
撃
川
王
詳
乙
弗
　
或
云
憂
弗
　
西
川
王
之
子
　
古
都
加
咄
固

之
子

円
　
文
各
明
王
　

一
云
明
一怜
好
王
　
一辞
羅
雲
　
長
寿
王
之
孫
　
父

車寿軸御伽鋤彰九効！彰早限競子工養於宮中　以為大孫

何
居
朝
崎
遂
往
遊
東
　
有
子
　
留
（一品
）
句
一麗
国
　
今
古
雛
加
駿
位

これれ鮨舶覗離ほ‐っ‐麻げ上の子

前醐加卿郷‐‐‐‐中却剥車ウキ

古
雛
加
乙
音
ト
ー
未
那
部
王
（大
加
）
の
子

古
雛
加
駿
位
居
十
１

傘
材
大
王
伯
回
の
子
）
抜
奇
の
子

と
、　
っ
ま
り

「古
雛
加
」
各
一国
史
記
で
は

「古
郷
加
し
　
の
称
号
を
与

え
ら
れ
て
い
た
五
名
の
実
例
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
う
ち
の

三
人
は
王
子
で
、　
一
人
は
朱
那
部
族
長
の
子
で
、
他
の

一
人
は
新
大

王
の
孫
で
あ
る
、
山
上
王
兄
の
子
が
そ
れ
ぞ
れ

「古
雛
加
」
の
称
号

を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
う
ち
の
、
再
思
は
琉
璃
工
の
子
と
み
え
る
が
、

三
国
史
記

・
高
旬
魔
本
紀
の
琉
璃
王
記
に
は
、
都
切
、
解
明
、
無
血

の
三
王
子
は
み
え
る
が
再
思
の
名
は
み
あ
た
ら
な
い
。
ま
た
、
咄
回

は
、
西
川
王
の
子
で
峰
上
工
の
王
弟
で
あ
る
が
、
兄
蜂
上
王
が
即
位

扶
餘
や
高
句
麗
の
官
名

「加
」
に
つ
い
て

（日
・
李
）

す
る
と
問
も
な
く
、
異
心
が
あ
る
と
い
う
の
で
殺
害
さ
れ
た
し
、
さ

ら
に
助
多
は
長
寿
王
の
子
で
あ
る
が
早
死
し
た
か
ら
、
彼
ら
が
そ
の

生
前
に

「古
雛
加
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
。
お

そ
ら
く
、
彼
ら
の
死
後
に
、
そ
の
子
が
王
位
に
つ
い
て
か
ら
の
ち
に

追
尊
さ
れ
た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
三
国
史

記
に
記
録
さ
れ
て
あ
る

「古
雛
加
」
は
、
工
の
宗
族
の
長
に
与
え
た

本
来
の
そ
れ
で
は
な
く
、
貴
族
的
尊
称
に
変
質
し
た
の
ち
の
追
尊
古

雛
加
と
み
な
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
古
雛
加
駿
位
居
の
例
を
み
る
と
、
三
国
志
の
記
述
で
は

駿
位
居
の
父
で
あ
る
王
子
抜
奇

（三
国
史
記
で
は

「発
岐
し
と
、
そ
の

弟
伊
夷
槙

（三
口
史
記
で
は

「伊
夷
設
し
と
の
工
位
継
承
の
紛
争
が
詳

ら
か
で
な
い
が
、
三
国
史
記
に
よ
れ
ば
、
改
国
川
王
が
没
し
た
の
ち

王
弟
発
岐
が
工
后
子
氏
に
協
力
し
な
か
っ
た
の
で
、
子
氏
は
発
岐
の

弟
で
あ
る
延
優

（三
国
志
の

「伊
夷
棋
」
か
？
）

と
手
を
に
ぎ
り
、　
つ

い
に
延
優
が
即
位
し
て
山
上
王
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
発
岐
は
適
東

の
大
守
公
孫
康

（三
国
史
記
の

「度
」
は

「康
」
の
刊
誤
）
の
援
兵
に
よ

っ

（
て
挺
優
と
交
戦
し
た
が
、
戦
い
が
不
利
だ
っ
た
の
で

「奔
至
斐
川

用
鞠
繭
非
取
黎
ば
】
”
均
ず
れ
わ
れ
一
制
牡
薩
抑
整
「棒
鞄
義
毅
嘘
娘

祭
し
て
、
発
岐
の
子
駿
位
居
に
対
し
て
も
貴
族
的
尊
称

「古
雛
加
」

を
与
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

朱
那
部
の
王
子
乙
音
に
対
す
る

「古
雄
加
」
の
称
号
は
、
朱
郡
部
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を
征
服
し
た
の
ち
に
、
そ
の
懐
柔
策
と
し
て
、
特
別
に
与
え
た
も
の

と
思
わ
れ
る
が
、　
■
す
れ
に
し
て
も
、
さ
き
の
例
と
同
じ
貴
族
的
尊

称
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
「古
雛
加
」
は
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
三
国
史
記
に

は

「古
郊
と
」
み
え
る
。
お
そ
ら
く
、
こ
れ
は
、
「
雛
」
と

「外
」
の

表
音
が
相
通
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
使
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

「
雛
」

の
語
音
が
、
唐
韻
で
は

「仕
子
切
」
と
、
集
韻
や
韻
会
で
は

一崇
勿

切
」
と
み
え
る
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
も
、
そ
の
古
者
の
「ど
」
で
あ
る

事
実
が
わ
か
る
。
一古
雛
加
」
は

「古
雛
干
」
、
つ
ま
リ

コ
るｏ
，留
‐】【営
」

や

「一ハ○
‐を

Ｊ
宮
」

で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
新
羅
の
王
号

「居
西

干
」
と
も
そ
の
語
源
が
同
じ
で
あ
る
と
推
定
で
き
る
か
ら
、
新
羅
は

「
そ
印
勅
却
ヤ
Ｆ
端
鞄
蝉
偏
拘
幣
埼
鞠
打
す
魂
独
う っ
貨
部
族
長
の
王
号

註
（
１
）

ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
法
律
用
語
を
か
り
れ
ば
、「
王
の
宗
族
」
は
、

■
Ｓ
ら
、ヽお
き

で
あ

っ
た
。
Ｈ
忘
ヽ
ッ
タ
イ
ス
教
授
は
、
「田
工
は
、

そ
の
国
の
第

一
級
の
貴
族
に
す
ぎ
な
い
。
国
工
は
、
諸
部
族
中
の

も
っ
と
も
高
貴
な
部
族
の
、　
つ
ま
り
工
の
宗
族
の
出
身
で
あ
る
」

（
０

●
【

ネ

ュ

∝

付
資

Ｄ
■

ヽ

い
ｏ
，

①
あ

府

Ｄ

い
Ｌ

ヨ

仰
ｐ
，

毎
●
∽

Ｆ

停
コ

α
●
？

命
【
①
”
↑の
一ゆ
再
〕
号
ｐ
一
毎
０
，
′ヽ
↑
一
∞
∽
市の
コ
毎
６
【
∽
】均
ｏ
①
Ｄ
）
巨
①
【
り
、ヽ
ぺヽ
し

、ヽお
的
」や

●
申　
玉

≡
ｏ
」ｒ

も
ヽ
Ｆ赤
き
ヽ
ヽ
ミ
章
匂終
窃
き

きヽ

いヽ

を
８

▼
∽
　
時
】
）

レ
こ
。

（
６
）

李
朝
時
代
の
碩
学
■
時
光

（
一
五
六
三

ｔ

十
六
ェ
八
年
）
が

「余
按
我
国
方
言
　
！十
音
汗
」
翁
芝
峰
類
説
』
巻
十
七
）
と
い
っ

た
の
は
、
「
千
」
（汗
”Ｆ
）
と

「汗
」
（ゴ
営
）

の
通
音
し
て
い
る
事

実
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
梁
柱
東
教
授
は
、「津
ご
や

Ｆ
」

の
倍
字
が

「知
」
や

「智
」
で
あ
る
事
実
を
明
確
に
示
し

て
お
り
、
さ
ら
に
、
一‐市ｒ
ど

は
元
来

「上
」
の
古
訓

「”ユ

（城
上

＝
の舌
】掘
さ
】
還
上
――
デ
留
・
ユ
）
の
主
格
形
で
あ
る

「いい！ｒ
置

の

縮
約
音
だ
か
ら
、
あ
た
か
も

「
尺
干
」
が

「校

・
集
」
（ヽ
軍
こ
と

縮
約
さ
れ
た
の
と
類
似
し
て
い
る

（
同
著

『増
訂

・
古
歌
研
究
』

十

一
九
七
〇
年
、
ソ
ワ
ル
十

一
五
六
、
二
八
三
貢
）
、

と
指
摘
し

て
い
る
。

（
７
）

導
時
の
新
羅
は
助
責
尼
師
子
の
時
代
で
、
三
国
史
記
の
助
黄
尼

師
今
十
五
年
粂
に
、「拝
伊
校
子
老
為
行
弗
怖
兼
知
兵
馬
事
」
と
み

え
る
事
実
か
ら
推
し
て
も
、
子
老
釘
弟
郎

（角
千
）
が
宇
流
助
富

利
知
子
と
伝
わ
っ
た
も
の
で
あ
る
。

（
８
）

金
沢
圧
三
郎
著

『
日
鮮
同
祖
論
』
十

一
九
二
九
年
、
東
京
十

一

二
九
東
。

（
９
）

梁
柱
東
教
授
は
、「百
済
の
古
都

『
慰
硝
』
や

『
於
利

・
奥
利

・

也
利
城
』
な
ど
や
、　
江
名
で
は
古
今
の

『鳴
緑
』
、
漢
江
の
古
称

『
郁
利

‘
阿
利
』
や
、
慶
州
の

『
閥
川
Ｘ
阿
里
那
泄
》
な
ど
は
、

す
べ
て

「げ
中
Ｆ

の
転
吉

「申
ご

の
諸
音
転
形
に
す
ぎ
な
い
（
し
）
、

こ
の
種
の

「
『
ご

を
原
形
と
す
る

『Ｌ
Ｔ

？
【Ｔ

ｏ
ｒ
・
宇
ど
　
な

ど
の
地
名
は
現
在
で
も
数
多
い

（前
掲

『
増
訂

・
古
歌
研
究
』
五

頁
）
、と
記
述
し
て
い
る
。

扶
餘
や
高
句
麗
の
官
名

「加
」
に
つ
い
て

（
日

・
李
）

ま
た
、金
哲
埃
稿

「高
句
麗
と
新
羅
の
官
階
組
織
の
成
立
過
程
」

島
李
丙
憲
博
士
華
甲
記
念
論
叢
』
十

一
九
五
六
年
、
ソ
ウ
ル
ー
所

収
）
で
も
、
大
加
や
小
加
を
、
そ
の
族
長
の
支
配
す
る
隻
因
の
大

小
に
よ
る
区
別
だ
、
と
鮮
し
て
い
る

（
六
六
九
頁
）
。

ま
た
、
し
ば
し
ば
、
こ
の

「渦
奴
部
」
と
、
例
え
ば
フ
ほ
漢
書
』

令
東
夷
伝
し
や

『
三
国
史
記
』
骨
高
句
一麗
本
紀
」
故
国
川
工
条
）

な
ど
の
よ
う
に
、「消
奴
部
」
と
表
示
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

る
。
し
か
し
、
周
知
よ
う
に

「魏
志
東
夷
伝
」
が
高
句
麗
あ
王
部

あ
る
い
は
王
族
に
関
す
る
最
古
の
記
録
で
あ
り
、
し
た
が

つ
て
前

掲
の
各
史
書
が
そ
の
記
述
に
依
拠
し
て
い
る
事
実
は
疑
う
余
地
が

な
い
が
、
そ
こ
に

「消
奴
部
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
事
実
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
「洞
」
の
字
者
が

「も
こ

で
、
「核
那
部
」
（前
掲

「高
句
麗
本
記
」
故
国
川
五
条
）
や

「稼
氏
六
同
上
、中
川
工
条
）

の

「稼
」
の
字
と
も
共
通
音
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
工
部

・

五
族
解
釈
の
た
め
に
言
語
上
か
ら
も

「消
」

分
ｅ
　
の
宇
よ
り
統

一
的
に
理
解
で
き
る
も
の
と
考
え
た
の
で
、

「お
」
字
と
と
る
こ

と
に
し
た
。

（
２
）
　

『
欽
定
満
洲
源
流
考
』
巻

一
、
部
族

一
。

（
３
）

白
南
雲
著

『
朝
鮮
社
会
経
済
史
』
十

一
九
三
二
年
、
東
京
―

一

五
六
頁
。

（
４
）

安
在
鴻
著

『
朝
鮮
上
古
史
蛇
』
下
巻
―

一
九
四
七
年
、
ッ
ウ
ル
ー

四

十
頁
。

（
５
）

鄭
寅
普
著

『朝
鮮
史
研
究
』
上
巻
―

一
九
四
八
年
、
ソ
ウ
ル
ー

七
九
頁
。

（
ｌｏ
）
　

『新
唐
書
』
東
夷
伝

・
百
済
伝
。

（
Ｈ
）
　

『
三
国
志
』
馳
志
東
夷
伝

・
夫
餘
伝
。

（
・２

）

句
　

田

ｐ
∞
ュ

Ｐ

し

ヽ
ヽ

ｑ

お

ヽ
ざ

ミ

的

ミ
母

、
均

最
ミ

ヽヽ
ヽ
や

ヽ
易

杓

ヽ

一ｔ
島
持

舟

―

豊

ヽ
ヽ
ミ
ミ

∽

Ｓ

Ｎ
ミ

ヽ
易

し
き

『
冴

】

ド
ｏ
印
ｐ

口

ｏ
と
す

（
∪

自
Ｄ

弓

Ｎ
▼

∽
　

∞
ｃ

（
略
）
　

『
三
国
遺
事
』
巻
第

一
、
新
羅
始
祖
赫
居
世
工
条
。

（
・４
）

同
上
巻
第
二
、
終
洛
国
記
条
。

（
・５
）

『
三
国
志
』
魏
志
東
夷
伝

・
夫
餘
伝
。

（
・６

）

口

】
宮
ｐ
ｐ
の
中

■

ｏ
】
Ｂ

脚
，
Ｐ

（
平

ミ

ヽ
辞

較
的

蛸

ミ
や

ヽ

も

ｓ
ミ
ヽ
い
き

も
ヽ

為
ざ
（ヽ
キ均」
へい
や、
、ｓき
、電
　ヽ
〕
〇
的
り
）
ツト
軒
，
Ｏ
Ｊ
ｏ
，
】
∽
　
岸
一

（
・７
）

Ｅ

町
命
中Ｆ

も
Ｓ

ウヽ
き
ヽ
為
も
き

窃ヽ終

い
き
一部
ド

】
紹
ｐ

口
母
】【Ｐ

∽
　
〇

（
・８
）
　

『
三
国
志
』
魏
志
東
夷
伝

・
高
句
麗
伝
。

（
・９
）

同
上
。

（
２。
）
　

『
梁
書
』
諸
夷
伝

・
高
句
麗
伝
。

（
独

）
　

〇
　
ゴ
ざ

↓爵

ヤ
も

ヽ
ミ
矛
い
き
『

「さ

Ｓ
Ｓ
協

ミ

いヽい
し
い
あ
い
、

６ヽ
ヽ
持
ｖ
口
毎
　

岸
）

岸賢
Ｆ

丹
】ｏｒ
∽

器
ド

タ
キ
ト
ウ
ス
著
、
日
中
秀
央

・
泉
井
久
之

助
訳

『グ
ル
マ
ー
ニ
ア
』

（岩
波
文
庫
）
工
三
頁
以
下
。

（
２２
）
　

『
三
国
志
』
魏
志
東
夷
伝

・
高
句
一麗
伝
。

（
２３
）

同
上
、
『
後
漢
書
』
東
夷
伝

・
高
句
腿
伝
、
『
梁
書
』
諸
夷
伝

・

高
句
一麗
伝
。

（
２４
）
　

『
王
国
志
』
魏
志
東
夷
伝

・
夫
餘
伝
。

（
郷
）

前
掲

『
朝
鮮
史
研
究
』
上
巻
　
七
九
頁
。

（
２６
》

申
禾
浩
著

『朝
鮮
上
古
史
』
十

一
九
四
八
年
、
ソ
レ
ル
十
二
八

頁
。
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（
努
）

『
三
国
志
』
魏
志
束
夷
伝

・
高
句
麗
伝
。

（
発
）

「
周
書
』
異
域
伝

・
高

（句
工
麗
伝
、『
北
史
』
束
夫
伝

・
高
句

一麗
一伝
。

（
２９
）

『渋
書
』
に
は
、
一帝
何
為
丞
相
七
年
遷
和
国
」
（巻
第
十
九
、

上
、「百
官
公
卿
表
」
条
）
と
、
ま
た
、
『事
物
起
源
』
に
は
、
「秦

置
官
也
　
始
皇
市
立
　
尊
呂
不
予
　
為
相
国
　
漢
初
　
柿
何
亦
為

之
　
〈
「
人
呼
学
輔
也
」
（
「師
保
輔
相
部

・
相
国
」
条
）

と
み
え

イつ
。

（
３０
）

前
掲

『
朝
鮮
上
古
史
』

一
四
九
頁
。

（
３．
）

『
三
日
志
』
魏
志
東
夷
伝

・
高
句
麗
伝
。

今
世
）

仁
井
円
陛
著

『
支
郡
身
分
法
史
』
十

一
九
四
三
年
、
東
京
―

一

０
王
頁
。

（
３３
）
　

『
三
国
志
』
貌
志
東
夷
伝

・
高
句
麗
伝
。

（
３４
）

同
■
ｏ

（
３５
）

『
後
漢
書
』
東
夷
伝

・
高
句
麗
伝
。

（
孤
）

『
こ
国
史
記
』
高
句
麗
本
紀

・
太
祖
大
工
条
。

（
祈
）

同
上
、
美
川
王
条
。

（
脚
）

同
上
、
文
呑
王
条
。

（
４０
）
　

『
三
国
志
』
魏
志
東
夷
伝

・
高
句
麗
伝
。

（
４．
）

『
三
国
史
記
』
高
句
一魁
本
紀

・
山
上
王
条
。

（
２
）

同
上
。

（
４３
）

故
今
西
竜
市
士
は
、「古
跡
加
の
称
号
は
消
奴
部

・
絶
奴
部
の
首

長
も
有
せ
し
も
の
に
し
て
、
新
羅
の
王
者
の
称
号
た
り
し
居
西
干

と
同
じ
、
恐
く
は
大
千
若
く
ば
大
金
子
の
義
な
る
べ
し
」

（同
者

『朝
鮮
古
史
の
研
究
』
十

一
九
七
〇
年
の
再
刻
版
、
東
京
―
四
二

一
東
）、
と
記
述
し
て
い
る
。

ま
た
、
金
哲
埃
教
授
も
、
古
雛
加
を
居
西
子
と
同
義
に
鮮
し
て

い
る

（前
掲

「高
句
麗
と
新
羅
の
官
階
組
織
の
成
立
過
柱
」
六
六

九
頁
）
。

訳
者
の
あ
と
が
き

こ
の
訳
稿
の
原
文
は
、
は
じ
め
に
ノ
ウ
ル
大
学
校
の
『
法
学
研
究
』

（第

一
巻
第

百
万
、　
一
九
五
四
年
六
月
）
に
発
表
さ
れ
、
の
ち
さ
ら
に
原

　

一

・執
筆
者
著

『
韓
国
法
制
史
研
究
』
（
一
九
六
八
年
、
ツ
ウ
ル
大
学
校
出
収
　
５６

部
刊
）

に
収
録
さ
れ
て
お
り
、
訳
者
が
渡
部
学
教
授
と
の
共
一訳
で
同

　

．

書
の
日
本
語
版

『
李
朝
法
制
史
』
曇

九
七
一
年
、
東
京

・
北
望
社
）
発

一刊
の
折
り
に
は
対
象
や
紙
数
の
都
合
で
本
稿
と

「新
羅
の
最
高
官
職

『
上
大
等
」
論
」
の
二
篇
の
収
録
を
割
愛
し
た
が
、
そ
の
後
、
同
学

の
諸
兄
に
よ
る
、
度
重
な
る
、
こ
れ
ら
の
論
稿
の
日
本
語
訳
発
表
の

ご
要
望
が
あ
り
、
ま
た
原
執
筆
者
も
心
よ
く
ご
快
諾
下
さ

っ
た
の
で

他
の

一
篇
を
さ
き
に

『
親
和
』
（第
二
四
七
号
、
本
年
入
月
）
詰
上
に
発

表
し
、
さ
ら
に
残
る
本
篇
を
立
教
大
学
史
学
会
編
集
委
員
会
の
ご
好

意
に
よ
り
、
こ
こ
に
発
表
す
る
運
び
に
な

っ
た
。
訳
者
は
、
こ
れ
ら

の
関
係
各
位
の
ご
好
意
に
対
し
て
深
く
感
謝
す
る
。

著
者

（
ソ
ウ
ル
・
弁
護
士

・
法
常
）
訳
者

（
い
わ
き
短
期
大
学
》


